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1 雪質 と制動特性  雪氷指では氷板躇が  

最も すべ り 易い が、 スパ イク タ イ ヤ（SP〉 と ス タ  

ッド レ ス タ イ ヤ（STL）で は、 ブ レ ー キペ ダルの  

踏代（全スト ロ ーク を5／5と する）によ って制動  

時の減速度（G：〃 と 同 じ）が異なる こ と が実験  

で判明 し て い る。 国1に よ れば、 SPはペ ダル を一   

杯踏んだ場合が最も す べ ら な いが、 STLでは1／5  

－3／5程度踏ん だ場合が最も すべ ら な い。  囲2 牽引力性能の比較（氷板指、Hトナェ・ン別）   

2  雪質 と 各種すべ り 止めの牽引性能   

STLに各種のチェ ン を装着 し て氷板躇で牽引力係数を求めて、 STLの性白巨を100と し  

て比較す る と、 図 2 の よ う な結果が得ら れた。圧雪路ではSTL＋Aのス チ ールチ ェ ンが  

120程度と高性能であったが、氷板路では87でSTLよ り 劣る こ と を示し てい る。種々の  

チ ェ ンが市販きれてい るが、 STLだけの方が発進．に は好結  

果を生ずる こ と を示 し てい る。発進－はク ラ ッ チ操作と アク  

セル操作が大 き く 関係す る の で、 氷板路やツルツル圧雪路  

面で は、 タ イ ヤ チ ェ ン に頼 ら ない運転の要領を体得す る こ  

と が望ま し い。 ま た、4UD車、 FF車でAT車であ れば10％以上  

の坂道でも エ ン ジン回転数を1100～1200「．p．m．で徐 々 にア  

ク セルを踏み込めば楽 々 と発進で き る。 よ っ て こ れ ら の車  

両で はSPは不用で あ る。  

3  雪質 と すべ り 易 さ の判断  図 3 は、 聾者が調査  

し た札幌市内の厳寒期の指南すべ り 性状調査のi例であ る。  

氷板持に新雪が碩も っ た場合や圧雪に新雪が碩も っ た：場合  

等のすべ り 易い路面で STLで急制動実験 し た結果で あ る。  

気温が －50C以下にな る と G の値が大き く な る傾向を示 し  
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凶3 気～屋とCの関係（Bルート、早朝）  

てい る。早朝と か深夜の一般道指や生活道路は、気迫が低 く なれはG が大き く な るの  

で走 り 易 く な り、 STLでも十分走行でき る。本年2 月旭川市内で－13℃～－150Cの気  

温下で20％勾配でも 登坂可能で あ っ た。   

4  わ だち の走行方法  交通量の多いわだち内  

は タ イ ヤの熟で氷板路にな り 易い。FR車はわだち内を、  

FF車、4…車な らわだちの外の圧雪を走っ た方が快適で  

あ る。左側方間隔を 自 由に保持で き る技法を習得 し て  

欲 し い も ので あ る。  

5  ま と め  ト レ ッド ゴムが雪や氷を圧密せん  

断する音が聞 こ えない指南では、急制動、急加速、急  

ハ ンドルは自 然の法則に反 し た：運転技法で あ る。  

O l／5  2／5  3／5  4／5  5／5  

Brake Peda】St．roke   

囲1 雪氷指用タイヤの制動特性（氷板持）  
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